
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（松本  地域） 

平成 27 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 古文書史料編さん事業 

事業主体 

（連絡先） 

松本人権推進古文書研究会 

（事務局 0263－47－1444） 

事業区分   （3）教育文化の振興 

事業タイプ    ソフト 

総事業費  2.120.600 円（うち支援金： 1.590.000 円） 

（活動写真） 

目標年度 29年度 

・会員の増加 対 26年比 20％増 

・研修会参加者の増加 

  対 26年比 20％増 

※自己評価【 Ａ  】 

【理由】 

① すばらしい内容の史料集がで

きた。 

② 大勢の人に集まってもらい刊

行記念集会が開催できた。 

【   Ａ   

 】 

 

 【目標・ねらい】 

 

 松本地域の被差別部落に関する古文書を解析する学

習会を 12回開催（参加者 131名） 

 2016年 3月 29日史料集を刊行し、刊行記念集会を開

催（参加者 

 研究会会員が毎月1回松本地域の被差別部落に関する

古文書を解析する学集会を開催し、封建社会において被

差別部落の人達がどの様な生活・仕事をしていたのか、

いかに地域の役に立っていたのかを明らかにして、研修

会を開催し、多くの人に知ってもらい、差別意識の払拭

に努める。 

 引き続き、古文書から封建社会においての被差別部落の生活と仕事を学習し、歴史認識を深め

ると共に、史料集を発行し差別意識の解消を図っていく。 


